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英語が国際語 とい われるの はなぜ か

　　　　　　
一

〇uter 　Circleの 英語事情
一

小野　礼子

は じめ に

　世界の 言語の 中で 、 母語 （第
一

言語） として 使用する 人々 の 数が もっ と も

多い 言語 は 中国語 で あ り、 その 話者数は 10億人 とも13億人 ともい われ て い る 。

こ の 中国語 に続 く言語が 英語 で 、 約 3億5千万 人 の 母語話者 を もつ （Comrie
，

Matthews
，
　and 　Polinsky

，
1996；中尾 ・日比 谷 ・服 部 ，

1997）。
こ の よ うに 、 母

語話者数にお い て 、 英語 は中国語の 半分 に も及 ば ない
。 そ れ に もか か わ らず、

中国語 で は な く、 英語 が 国 際語 とい われ るの は 、 なぜ で あろ うか 。 本稿で は 、

英語が国際語 とい われ る理由 を社 会言語学的視点か ら考察す る。 まず、 互 い

に かか わ りあ う三 つ の 理 由 に つ い て 述べ る。 次 に 、 そ れ らの 理 由が意味す る

事柄の 中で もっ とも重要 と思 われ る 点 、 す なわ ち 、 Outer　Circle一 英語 を第

二 言語 して 使用 して い る 地域一 にお ける英語 の 妥当性 につ い て 考える 。

1．国際 コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ンの共 通語 として の 英語

　英語 が 国際語 とい わ れる第
一

の 理 由に、 英語が 国際 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンの

手段 と して 世界的に使用 され て い る こ とが 挙げ られ る 。 英語 は 現在、 国際 ビ

ジ ネス
、 貿易 、 観 光業界 、

マ ス メ デ ィ ア 、 国 際会議 、 ス ポ ー
ッ 、 イ ン タ ー

ネ ッ トの 主要言語 で あ り、 空港 、 航空管制塔 の 共通語 で ある 。
マ

ー
ケ テ ィ ン

グ ・コ ン サ ル タ ン ト会社 の グ ロ ー バ ル ・リ
ー

チ （本名 ，
2003参照）の 2002年

の 調査 に よる と 、 世界 の イ ン タ ー ネ ッ ト利 用者 の 40 ．29。 が 英語 を使用 して い
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る とい う。 中国語 、 日本語 、 韓国語の 三言語の 使用者 は全体 の 26．1％ と 、 健

闘 して い る もの の 、 特に 日本語 、 韓国語 に よる イ ン タ
ー ネ ッ ト情報 の 及ぶ 範

囲は 、 各々 ほ ぼ 国内に 限 られ て お り、 国際 的な情 報の 伝 達 を考 える と 、 英語

の 優位 は ゆ る ぎな い もの とい える 。 また 、 毎年世界で 刊行 され る新刊書の お

よそ5分 の 1が英語 で 書 か れた もの で あり、 世界の 科学者の 3分の 2以 上 が 英語

で 論文 を発表 して い る とい う （Crystal， 1988） （中尾 ・
日比谷 ・服部

，
1997参

照）。 さ らに 、 NGO が推進す る 国際協 力 プ ロ ジ ェ ク トで 使用 され る言語 も英

語の 場 合が多い （本名，
2003）。

　英語 は また 、 EU （欧州連合）諸 国 にお い て も、 その 重 要性 が 認め られ て

い る 。 日本 の 国立 国語研究所 （本名 ，
2003参照 ）は、 1996年 に 、 世界各 国 に

「今後 世界 の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン で 必 要 とな る と思 わ れ る言語 」 を五 つ 挙げ

て もらうとい う調査 を行 っ た 。 そ の 結果 、 EU 諸国で も英 語 とい う回答が圧

倒 的 に 多く、 英語が 1位 とな っ た国は 、 フ ラ ン ス （英語 96％ 、 2位 ：フ ラ ン ス

語55％ ）、 ドイツ （英語96％ 、 2位 ： ドイ ツ 語54％）、 オ ラ ン ダ （英語 96％ 、 2

位 ：ス ペ イ ン 語34％）、 イ タ リア （英語95％、 2位 ：フ ラ ン ス 語 29％）、
ス ペ イ

ン （英語 94％ 、 2位 ：カ ス テ ィ リア語 59％ ）、 イ ギ リス （英語90％ 、 2位 ：フ ラ

ン ス 語 56％）で あ っ た 。

　 こ の よ うに 、 英語 は 、 さ ま ざま な分野 で 世界 的に使用 され 、 国際 コ ミ ュ ニ

ケー シ ョ ン に お い て 欠 かせ ない 言語 と して 認識 され て い る。
こ の よ うな事実

か ら 、 英語が 国際語 とい わ れ るの は 当然で あ る とい え よ う。 英語 が こ の よ う

な地位 を獲得 した背景 に は 、 17世紀 か ら20世紀半 ば まで 続 い た イ ギ リス の 世

界 にお ける植民地 支配及び20世紀か らの ア メ リカ の 政治的 ・経済的勢力 の 台

頭が あ る （土屋 ・広野
，
2000）。 と りわ け 、 イギ リス の 植民地支配は 、 英語が

国際語 とい われ る よ うに な っ た理 由を考える うえで 、 非常 に 重要な 意味 を も

つ
。 長期 に わ た る宗主 国の 植民地 支配 は 、被支配地域 に新た な英語 の 変種 を

芽生 え させ 、 英語 の 非母語変種 とそ の 使用 者の 拡大 を招 くこ とにな っ た か ら
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で ある 。 こ の 事実 を抜 きに して 、 英語 が 国際語 とい われ る理 由 を語 る こ と は

で きない
。 また 、 ア メ リカ の 世界 に及 ぼ す政 治的 ・経済 的影響力 は 、 英語 を

母語 と しな い 英語使用 者や 学 習者 の 人 口 の 増加 に 拍車 をか け る こ と と な っ

た 。 次節で は
、

こ の よ うな点につ い て 考察す る 。

2．第二 言語 ・外国語 としての 英語使用者

　英語が 国際語 とい われ る 第二 の 理 由に 、 英語 の 場 合、 第一 言語 、 す なわ ち 、

母語 と して使用 す る人々 に加 え 、 第二 言語 と して 、 さ らに外国語 と して使用

す る人 々 の 数が 、 ほか の 言語の 場合 と比較 して 圧倒 的 に多い こ とが 挙げ られ

る 。 Kachru （1992b ）は 、 英語は今や 、多様 な文化的ア イデ ン テ ィ テ ィ
ー を

もつ 言語 で ある と提言 して お り、Smith （1999：18）は、 「国や文 化 の 数 だけ

英 語 は 存 在」 す る と述 べ て い る 。
こ の 社 会 言 語 学 的現 実 を捉 え る に は 、

“English”

は 、

“Englishes”

とな るべ きで ある と主張 して
、

‘‘World 　Englishes”

とい う用語 を提唱 した Kachru （1992b，
1996）は 、 図 1の よ うに 、 世界 の 英語

を Inner　Circle、　O　uter 　Circle、　Expanding　Circleの 三つ の 圏 に分類 して い

る 。

1）

　　　 　　　 　　　 　　　 図 L 英語の 三 つ の 圏

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Three　Cencentric　Circles　of 　Englishes

　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

（Kachru 　1996 ： 1より）
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Inner　Circleとは 、 ア メ リカ 、 イギ リス
、 カナ ダ 、 オ

ー
ス トラ リア な ど、 英

語 を第
一

言語 と して い る国や地 域 を含 む圏の こ とで あ る 。 Outer　Circleとは 、

イ ン ド、 シ ン ガポー
ル 、 フ ィ リ ピ ン 、 ナ イジ ェ リア 、 タ ン ザ ニ ア な ど、 英語

を第二 言語 と して 使用 して い る 国や地 域 を含 む圏の こ とをい う。 主 と して イ

ギ リス や ア メ リカの 植民地 で あ っ た 国々 が こ の 圏 に属 し、 英語は 旧宗主 国の

統治下 に あ っ た時代か ら公 用語 と して 使用 され て い る 場合 が多い
。 そ して 、

Expanding 　Circleとは 、 英語 を外国語 と して使用 して い る国や 地域 を含む圏

の こ とで 、 日本、 中国、 韓国 、 イ ン ドネシ ア な どは こ の 圏 に属する 。

　前述 の よ うに 、 英語 を第
一

言語 として 使用する 人々 （Inner　Circleの 英語

母語話者）の 数は 約3億 5千万人 とい わ れ て い る が 、 英語 を第二 言語 と して使

用 す る人 々 （Outer　Circleの 英語使用 者）は 約 10億人 、 英語 を外 国語 とす る

人々 （Expanding　Circleの 英語使用者〉は約7億人 に 及ぶ とい わ れ て い る 。

つ ま り、 英語母語話 者に 英語 を母 語 と しない 英語使用者 を加 え る と20億 5千

万 人 とな り、 世界の 人口の お よ そ 3分の 1に あた る 人々 が何 らか の 形 で 英語 を

使用 して い る こ とに な る （本名，
1996a

，
1996b）。

こ の 事実だ けを取 り上 げて

も、 英語は 国際語で ある とい え よ う。 しか し 、 英語非母語話 者 、 特 に英語 を

第二 言語 とするOuter 　Circleの 人々 が 、 どの よ うな 目的で 英語 を使用 する の

か を認識 しなければ 、 本 当の 意味で 英語 が 国際語 とい わ れ る理 由に迫 っ た こ

とに は な らない で あ ろ う。 そ こ で 、 次 にOuter　Circleにおけ る 英語 につ い て

考察す る こ と にす る 。

3．Outer　Circleにお ける英語

　英語 が 国際語 とい わ れ る第三 の 理 由に 、 英語 自身が 国際化 した こ とが挙 げ

られ る 。 すな わ ち 、 多くの イギ リス 国民 の 誇 りで あ り、 イギ リス 文化 の 象徴

で あ っ た英語 が 、 ア メ リ カ英語、 オ
ー

ス トラ リア 英語 、
ニ ュ

ー ジー ラ ン ド英

語 とい うよ うに 、 イギ リ ス 人以外 の 母語話者 を もつ よ うに な っ た だ けで な く、
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イン ド英語 、 シ ン ガ ポー ル 英語 、 ナ イ ジ ェ リア 英語 とい うよ うに 、 英米文化

とは ま っ た く異 なる
、 Outer　Circleの 多様 な文化を も背負う言語 に な っ た と

い うこ とで あ る 。 こ の 英語の 国際化こ そが 、 英語 が 国際語 とい わ れ る 理由の

中で 、 もっ とも重 要な意味を もつ とい えよ う。 なぜ な らば 、 こ の 理 由 を正 し

く理解す る こ とが 、 英語 の 非母語変種 、 と りわけOuter　Circleの 変種 に対す

る 否定的な言語態度の 是正 の 第
一

歩 となる か らで ある 。

　宗主 国 に よ る 植 民地 支配 終結当時の Outer　Circleに お い て は 、 現 地 化

（nativized ） した英語 は 、 政治的解放 や現地 の 人々 の 誇 りを意味する もの で

は ま っ た くなか っ た
。 それ どこ ろ か 、 英語の 使 用 を廃止 し、 英語 の 代 わ りに

現 地 の 言 語 を 使 用 す べ き で あ る と い うの が 大方 の 人 の 考 え で あ っ た

（Kachru ，
1992a）。 しか し現実に は 、 英語 はその 後も現地の 人 々 に よ っ て使

用 され続 け 、 そ れ が近 年、

“

non −native 　Engiishes”

と して 注 目され る よ うに

な っ たの で ある 。

3．1．英語使用者及び 英語使用 に 関する六 つ の fallacy

　Outer　Circleの 英 語 は 、 こ れ まで 、特 に英 語母語話者か ら さま ざま な誤解

と偏見 を受けて きた 。 Kachru （1992a，
1992b） は 、

“Englishes”

とい う社 会

言語学的現実が なか なか 認識 され ない とい う事実の 背景 に 、 こ うした誤解や

偏 見が ある こ とを指摘 し、英語非母 語変種に対する否定的な言語態度の根底

に ある英語使用者 と英語使用 に 関す る六 つ の fallacy（誤 っ た考 え）を挙げ 、

各々 に対 して 反論 して い る
。

Fa 皿acy 　1 − Outer 　CircleとExpanding 　Circleの 地域で は 、 英語母語話

　　　　　　 者との コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を図るた め に英語が 学習 され る

　こ の 考 え方 は 、 英語使用 者及 び英語使用 の 現実の
一

部 しか捉 えて い な い
。

英語は 、 母語話者 と非母語話者 との コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の た め だ けに使用 さ
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れる の で は な く、 イ ン ド人 とナ イ ジ ェ リ ア人 、 日本人 とス リラ ン カ 人 、 ドイ

ッ 人 とシ ン ガ ポ
ー ル 人 との コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン とい っ た 、 非 母語話者 同士の

コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン の手段 と して も使用 され る 。 後者の 場合 、 非母語話者が

母語変種で ある イギ リス 英語や ア メ リカ英語の 言語使用 の 規範に従 う必 要は

な く、 む しろ 、 そ うする こ とが不適切 と捉 えられ る場合 さえある 。

Fallacy 　2 一 英語は英米の 文化 的価値 を理解す るた め の 手段 として 学習 され

　　　 　　　 るべ きで あ る

　 こ の 考 え に も
一

理 ある が 、 Outer　Circleの 地 域 で は、 英語 は 、 英米の 文化

的価値 を理解 す る手段 と して よ りもむ しろ 、 現地 の 伝統 や文化的価値 を表現

す る手段 と して 使用 され て い る 。 英語 が こ の よ うな役割 を担 っ て い る の は 、

多言語 国家 におい て 、 英語 は 、 現地の 諸言語 と異な り、 どの 国民 に とっ て も

中立的な言語 、 すな わ ち 、 国内の 諸言語 ・諸文化の 境界 を越 える こ との で き

る 唯
一

の 言語 で ある か らで あ る 。
こ の よ うな社 会で は 、 英語 は 、 高等教 育 、

行政 、 メ デ ィ ア 、 国内及 び国際ビジネス の 言語で あ り、 文学的創造性 をは ぐ

くむ言語 なの で ある 。

Fallacy　3　
一一

　n 語学習 ・英語教育における英語の 手本に は 、 母語話者の 規範

　 　　　　 　 を採用すべ きで あ る

　 こ れ も妥当な主張 とは言 い 切 れ ない 。 Outer　Circleの 国 々 で は 、 英語が制

度化 （institutionalized） され て お り、 教育の ある大多数の 話者が 用い る現

地変種が教育現場で 用い られ 、 行政官 、 教育家 、 政治家 、 法律家 に よ っ て さ

ま ざま な場面 で 使 用 され て い る 。 英 語使用 が 世界 的な規模 に及 ん で い る現在、

「母語話者」 とい う概念 は 、 英語 の 手本の 基準 と して必 ず し も妥 当で あ る と

は い えない 。
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Fallacy　4　
一 非母語変種 の 英語 は 、 母語変種 の よ うな英語 に到達す る まで の

　　　　　　途中段階にみ られ る 「中間言語」（interlanguage ）2）で あ る

　第二 言語習得理論 にお ける 「中間言語 」の 仮説に どの よ うな妥当性が あ ろ

うと も、Outer　Circleに属す る地域の 制 度化 した英語 に関 して は 再評価 され

るべ きで ある 。

Fallacy　5　 英語母語話者の 教 師、 教育機関の 管理者 、 教材開発者は 、 世 界

　　　　　　 の 英語教育にお い て 、 重要な役割を果た して い る

　実際の と こ ろ 、 英語母語話者が世界規模 に及ぶ 英語使用 及 び英語教育に お

い て 、 顕 著 な役割を果た して い るわ けで は な い
。

Fa 皿acy 　6 一 英語 の 多様化は 、 必然的 に英語の 言語的堕落を招くが 、
こ れに

　　　　　　 制限 を加 え るの は 、 英 語及 び英語 教育 に 携 わ る 母語 話者 の 研

　　　　　　 究者が果たすべ き責務で ある

　こ の 見解 は 、 い か な る程度で あれ 、 母語変種の 規範か ら 「逸脱 した」 英語

は 「誤 り」 （error ）で ある こ とを意味す る。 しか しこ れ は 、　 Inner　Circleとは

明 らか に異 な る社会言語学的状 況 （特 にOuter　Circle）にお ける 英語 の 機能

的適切性 を無視 した考えで あ る 。

　以上 、 英語使用者及 び英語使用 に 関す る六 つ の fallacyをみ て きたが 、 こ れ

らが い か に妥当性の 低い 見解で ある か は 、 英語 の 多様性 を さ ま ざまな角度か

らみ る こ とに よ っ て さ ら に 明 らか に な るで あろ う。 そ こ で 次 に 、英語の 多様

性 を考える うえで 役立 つ 四 つ の 観点につ い て 述べ る こ とにする 。

3．2．英語の 多様性 と四 つ の 観点

　Kachru （1986 ，
1992a ）は 、 英語 の 多様性 は、 英語をある 一

つ の 観点 か ら
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で は な く、 た とえば図2が 示す よ うに、 言語 習得 （acquisitional ）、 社 会文化

（sociocultural ）、 学習動機 （motivational ）、 機 能 伍 nctional ）の 四 つ の 観

点か ら捉え るべ きで あ る と述べ て い る 。
こ れ は 、 Outer　Circleの 英語 を理解

する うえで 重要 な こ ととい え る 。

　　　　　　　 図2．英語の 多様性の 理 解に必 要な四 つ の 観点

1．　AcquisitionaI

2．SocioculturaI

　 first　language

　second 　language

　 fc）reign 　language

　 transplanted

蹴 ・− al ⊥

non −transplanted

integrative

4・・Fun ・t・・n ・1 ‘f
”mmm − 一 一

instrumental

national （
‘‘link”）language

in七ernatiOnal 　langUage

　 　 （Kachru 　1992a：54より）

　まず 、 言語習得の 観点 とは 、 英語 が母語 変種 （第
一 言語 ）で あ るの か 、非

母語 変 種 で あ る の か 、 また 、 非 母 語変種 の 場合、 第二 言語 と し て の 英語

（English　as 　a　second 　Ianguage）で あ るの か 、 そ れ と も外 国語 と して の 英語

（English　as 　a 　foreign　language ）で ある の か とい うこ とで あ る 。
　Kachru

（1986，
1992a

，
1992b

，
1996）は

、 第二 言語 と して の 英語の 変種 （Outer　Circle

の 変種）は 、 基本的 に制度化 した変種、 す なわ ち 、institutionalized　variety

で あ る と述べ て い る 。 南 ア ジア や 西 ア フ リ カ の 英語の よ うに、institutional−

ized　variety は 、 公 的 に認 め られ 、 長期 間 に わた り、 さ まざまな分 野や 状況

で 幅広 く使用 され て い る 。 語彙 や 様式 （s七yle）に は 、 現地化が み られ 、
こ の

変種 で 書か れ た 英語 文学 は 、 豊 か な ロ ー カ ル 色 を醸 し出 して い る 。 また 、
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institutionalized　variety の 使用者 は 、 この 変種 に対 して 愛着 を感 じて い る と

い う。
こ れに対 して、外国語 と して の 英語 の 変種 （Expanding 　Circleの 変種）

は 、 主 に運用上 の 変種 、 す なわち、 performance 　variety で あ る とKachru は

述べ て い る 。 日本や イラ ン にお ける英語 の よ うに 、 performance 　variety は公

的な地位を もたず 、 観光事業 、 商業 、 その 他 の 国際業務な ど 、 限 られ た状況

で の み使用 され て い る 。

　 二 つ 目の 社会文化的観点 とい うの は 、 英語 （の 変種）が イギ リス か ら新 し

い 社会文化 的状況 に 移植 され た （transplanted ） もの か 、 そ うで ない か

（non −transplanted ） とい うこ とで あ る 。
こ の 区別 は 、 移植 された英語 の 変

容 （acculturation ） と現地化 （nativization ）を考 える うえで 重 要で あ る 。

母語変種の ア メ リカ英語 や非母語 変種の イ ン ド英語は移植 された 変種 に 、 イ

ギ リス 英語 は そ うで ない 変種 に入 る 。 英語の 社会文化的移植 は
、 イギ リス 文

化 と表裏一
体で あ っ た英語が イギ リス か ら 、 た と えば 、 ア メ リカ に移植 され

て ア メ リカ 人の 母語 と な り、 さらに 、 欧米 とは ま っ た く異 な る文化 を もつ イ

ン ドに 移植 され 、 イ ン ド社会 に根付 き、 イ ン ドの 文化 や 伝統 を表現す る 言語

とな っ た こ とを意味す る 。 前述 した が 、
こ の よ うに 、 英語 が南 ア ジ ア 、東南

ア ジア 、 西 ア フ リ カ な ど 、 Outer　Circleの 多様 な文化 を も背負う言語 に な っ

た こ と は 、 英語 が 国際化 した こ と を示 して い る 。
こ の こ と に こ そ 、 英語 が

「国際語」 とい われ る真の 意味 が ある とKachru （1992b）は述 べ て い る。

　三 つ 目の 学習動機 の 観点 とは 、英語 学習の 動機 が総合 的 （integrative）で

あ る か 、 そ れ とも道具 的 （instrumental）で あ る か とい うこ とで ある 。

一
般

に 第二 言語及 び外 国語 学習の 動機 づ け （motivation ）は 、 総合 的動機 と道具

的動機の 二 つ の タ イ プ に大別 され る 。 総合的動機 とは 、 英語学習の 場合 、 母

語 話 者で あ る イギ リス 人 や ア メ リ カ 人 に つ い て 知 りた い
、 彼 ら とコ ミ ュ ニ

ケ
ー シ ョ ン を図りたい

、 あ るい は 、 彼 らの 文化の 一 員 に な りたい とい うよ う

な こ とを願 っ て 英語 を学習 しよ うとす る こ とで ある
。

こ れ に対 して 、 道具的
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動機 とは 、 仕事 や試験 の ため とい っ た 、 実用本位の 目的の た め に英語を学習

しよ うとする こ とで ある （Oller，　Beca ，
　and 　Vigil

，
1977；Richards，　Platt，　and

Weber
，
　1985）。

　本名 （1996a ，
2003）に よ る と、 イ ン ド人 を対象 に行 っ た ある 調査 で 、 英語

を学ぶ 理 由を尋ねた とこ ろ 、 回答の 多い 順 か ら 、 次の よ うな結果 に な っ た と

い う。

1．科学技術の 分野で 最新 の 情報 を獲得す る ため

2．国際 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の た め

3．母語の 異 な る イ ン ド人同士 の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン の ため

4．高等教育の ため

5．世界の 情報を得る た め

こ れ ら （特に 、 1、3、4 、 5）は 、 英語学習 の 道具 的動機で ある と考え られ る。

英語 学習の 総合 的動機 とい える 「英語 国民 の 文化 を理 解す る た め」 とい う理

由は 、 回答数の 半数 に も及ばず 、 下 位 に ラ ン ク され た とい うこ とで あ る 。
こ

の 調査 の 結果は 、 3．1．で 述べ たFallacy　2 （英語は英米の 文化 的価値 を理解す

る ため の 手段 と して 学習 され るべ きで あ る とい う見解）の 妥当性 の 低 さを物

語 っ て い る とい え よ う。

　最後 の 機 能 上 の 観 点 と は 、 英 語 が 母 語 の 異な る 国民 同士 の 国内共通語

〔national （
“link”）language〕 と して 使用 され る の か 、 それ と も、 国際 コ ミ ュ

ニ ケ
ー シ ョ ン に お ける 共通語 、 す な わ ち 、 国際語 （international　language）

と して 使用 され るの か とい うこ とで あ る 。 英語 の 多様性 を理解す る うえで 、

こ の 機能上 の 区別 は重要で ある 。 なぜ な らば 、 3．1．で 述 べ たFallacy　4 （非 母

語変種の 英語 は
、 母語変種の よ うな英語に到達す る まで の 途 中段 階 に み られ

る 「中間言語」 で ある とい う見解）やFallacy　6 （英語 の 多様化 は 、必然的 に
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英語の 言語 的堕落を招 くが 、
こ れ に 制 限を加 える の は 、 英語及び英語教育 に

携わ る英語母語話者の 研究者が果 たすべ き責務で ある とい う見解）が 示す よ

うに 、 Outer　Circleの 国 にお い て 、 母語変種 の 規範か ら 「逸脱 して い る 」 と

して 、 しば しば非 難の 的 に な る現地変種 は 、 母語 が 異 な る 国民同士の 国内共

通語 と して使用 され る もの で あ っ て 、 国際語 として 使用 され る もの で は ない

か らで あ る （Kachru ，
1992a）。

つ ま りこ れ は 、 母語話者 とは ま っ た くか か わ

りの ない 社会言語 学的状 況で 使用 され る英語 に つ い て 、 母語話者が 立 ち入 っ

て 非難 して い る こ と に な り、 母語話者 の 「内政干渉」 とい えよ う。 こ れ は 、

母 語話 者 ・非母 語話 者 にか か わ らず、 認 識す べ きこ とで あ る 。 ち な み に 、

Outer　Circleの 国に おい て 、 国際 コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン の た め に英語 を使用す

る人 々 は 、 国 内の 英語 使用 者全 体の ほ ん の
一 握 りにす ぎない （Kachru ，

1992b）。 そ して 、 国際語 と して使用 され る現地変種の 規範 と母語変種の 規範

との 間 に は 、 発音 を除 き、 大差 は ない とい える 。

　こ こ で は 、 英語 の 多様性 を捉 える ため の 四 つ の 観点 に つ い て 述べ たが 、 こ

れ らを総合す る と 、 Outer　Circleに属す る 国々 の 英語の 妥当性 が み えて くる 。

Outer　Circleの 英 語 は、 母語変種の イギ リス 英語 や ア メ リ カ英語が 、 主 に 植

民地 支配 に よ っ て 現地 に移植 され 、 現地の 人 々 の 言語 と して ふ さわ しい 形 に

変容 ・現 地化 を遂 げた もの で あ る 。 Outer　Circleで は 、 英語 は基本 的に 、 そ

れ ぞ れ の 国に お い て 制度化 され て お り、 国内 の 公 的 な場面や状況 で 幅広 く使

用 され る と と もに 、 異な る母語 を有する 国民 同士 の 共通語 として も使用 され

る な ど 、 国内 にお い て 重要 な役割 を果た して い る 。 また 、 Ou 七er 　Circleの 英

語 は 、 英米文化 とは ま っ た く異 なる文化 的ア イ デ ン テ ィ テ ィ
ー

を もち 、 そ れ

は 、 現地 の作 家 に よ っ て書 か れ た英語文学 に も巧み に描 か れて い る 。 「Outer

Circleの 英語」 とい うと 、 くだ けた場面 で使 用 され る 現地特有 の 口語英語 を

思 い 浮かべ る場合が 多い が 、 Outer 　Circleの 英語 に も、発音や語彙 を除 き、

イギ リス 英語 や ア メ リカ 英語 の標準 変種 とほ ぼ変 わ らな い 標準変種 が存在す
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る 。 前者は 、 主 に 国内の くだけた場面 や状況で 使用 され 、 後者は 公的な場面

や 状況で 用 い られ る ほか 、 国際コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 言語 と して も使用 され

る 。 前述 した よ うに 、 Outer　Circleの 英語 は 、 こ れ まで 主 に 母語話者 に よ っ

て 、 たびた び 「母 語変種の 規範か ら逸脱 した こ とば」や 「中間言語」 とみ な

され 、 否定 的 に捉 えられ て い たが 、
こ の よ うな言語態度は不適切で あ り、 改

め られ るべ きで あ る こ とが わか る 。

4．イン ドの 英語

　前節 で は 、 Outer　Circleの 英語全 般 に つ い て 、 そ の 妥当性 を探 っ たが 、
こ

こ で は 、 Ou 七er　Circleの 英語 の
一

例 と して 、 イ ン ドの 英語 を取 り上 げる こ と

にす る 。

4．1．準公用 語 と して の 英語 とその 背景

　 イ ン ドは人 口 約 1 億人の 多民族多言語 国家で あ る。 イ ン ドの 公 用語 は ヒ ン

デ ィ
ー語 で ある が 、 英語 も公用語 と して 併用 が可 能で あ り、 その ため 、 しば

しば 「準公用語」 と呼ばれ て い る 。 イ ン ドは また 、州 ご とに公 用 語 を定め て

お り、 イ ン ド憲法第8付則 で 指定 され て い る 言語 の 中か ら、

一
つ 以 上 を州公

用語 とする こ とが で きる （榎木薗，
2002）。

3）

　 イ ギ リス に よる イ ン ド支配 は 、 イ ギ リス が東 イ ン ド会社 を設立 した 17世紀

に始 まっ た 。 英語は この 時期 に イ ン ドに 移植 され 、 イ ン ド各地 に ミ ッ シ ョ ン

ス ク
ー

ル が 開設 され た18世 紀に イ ン ド社会 に 普及 し始め た 。 1857年 に は 、 イ

ギ リ ス 式 の 大学が 創設 され 、 その 後 、 英語 を教育媒体 とす る 私立の 初等学校

や 中等学校 も開設 され、 英語は 、
エ リ

ー ト層の 言語 として 、 イ ン ド社会 に浸

透 して い っ た （本名，
2003）。

　上 述の よ うに 、 現在 、 英語 は 、 イ ン ドの 準公 用語で あ る が 、 1947年 に イギ

リ ス か ら独立 した 当時 は 、 イ ン ド政府に旧宗主 国の 言語で あ る英語を公用語

に す る とい う考えは なか っ た 。 政 府は 1950年の 憲法 にお い て 、 イ ン ド人 と し
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て の 国民意識 を育む た め に 、 全 人 口 の 4割の 母語話者を もつ
、 多数派の 言語

で ある ヒ ン デ ィ
ー

語 を国家の 公 用語 と し 、 他 の 12の 現地言語 を州の 公用語 と

定め た 。 英語 は こ の 時点で 、 1965年まで に は使用 され な くなる だ ろ うと考え

られて い た 。 しか し実際 に は 、
ヒ ン デ ィ

ー
語 を母語 と しない イ ン ド人 と中央

政府 との 問 で は 英語が リ ン グ ワ フ ラ ン カ （母語が 異 な る もの 同士 の 共通 の 言

語）と して 使用 され る な ど
、 英語 が消える こ とは なか っ た 。 1967年 に憲法の

修正案が出 されたが 、 それ は 、
ヒ ン デ ィ ー語が 唯

一
の 国家公用語 と して 国民

全 体 に受け入 れ られ る まで の 間 、 英語 を 「代 用的公用語」 とする とい うもの

で あ っ た 。 しか し、 こ の 政策 は 、北 部 の ヒ ン デ ィ
ー語話者の み を有利 な立場

に置 く、 不公平 な もの で あ る と して 、 ヒ ン デ ィ
ー

語 を嫌う南部の ドラ ヴ ィ ダ

語話者 の 反対 に あ っ た （石黒
，
1992）。 結周 、 どの イ ン ド人 に と っ て も母語 で

は ない 英語が 中立 的な言語 と して生 き続 け 、 現在 、 イ ン ドの 準公用語 と して 、

また
、

い くつ か の 州の 公用語 と して 重 要な役割 を担 っ て い るの で ある （榎木

薗
，
2002）。

4．2．イ ン ドの 英語使用

　英語 は 現在 、 イ ン ドの 行 政 、 司法 、 軍 事 、 経 済 、 通 商 、教 育 、 文化、 メ

デ ィ ア に お い て 重要な役割を果 た して い る （本名 ， 2003）。 英語 は また 、 母語

が異 な る イ ン ド人 同士 の 共通語 と して 使用 されて い る 。 イン ド人 の 中で 、 イ

ン ド全域 に 及 び活躍 す る 人 とい うの は 、教育程 度の 高い エ リ
ー

トの 場合が 多

い が 、 そ の よ うな人 々 は たい て い
、 それ ぞ れ 異な る 言語 的 ・地 域的 ・宗教

的 ・民族的背景を もつ
。 したが っ て 、 中立 的で 高度な使用領域 を もつ 英語 が

彼 らの 共通語 とな るの で ある （榎木薗
，
2002）。

　イ ン ドにおけ る 英語 の 現地 化を語 る うえで 忘 れ て は な ら ない の が 、 Mulk

Raj　Anand （1905 −2004 ）、
　 R ．　K ．　Narayan （1906−2001 ）、

　 Raja　Rao （1909−）

な どの イ ン ド人作家 に よ る 英語 文 学 で あ る 。 た とえば 、 Rao は 、 彼の 小 説

一 61 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Kobe Kaisei College

NII-Electronic Library Service

Kaisei 　College

K α nth αpur α （1938）に お い て 、 彼の 母語 で ある カ ン ナダ語の リズ ム を英語

で 巧 み に 表現 す る こ と に 成 功 して い る （1（achru
，
1986 ）。 次 の

一
節 は 、

K α nthapura か らの 抜粋 で あ る 。

The 　day　rose 　into　the　air　and 　with 　it　rose 　the　dust　of 七he　morning ，　and 　the　carts

began　to　creak 　round 　the　bulging　rocks 　and 　the　coppery 　peaks ，
　and 　the　sun 　fell

into　the　river 　and 　pierced　it　to　the　pebbles，　while 　the　carts 　rolled 　on 　and 　on
，
　fair

carts 　of 　the　Kanthapura 　fair− −fair　carts 　tha 七 came 　from　Maddur 　and 　Tipper

and 　Santur　and 　Kuppur 　wi 七h　chilies　and 　coconut
，
　rice 　and 　ragi

，
　cloth

，
　tamarind

，

butter　and 　oil，
　bangles　and 　kumkum

，
　little　pictures　of 　Rama 　and 　Krishna　and

Sankara 　and 　the　Mahatma
，
　little　dolls　for　the　youngest ，

　little　kites　f（）r　the

elder
，
　and 　little　chess 　pieces　for　the 　old− carts 　rolled 　by　the　Sampur　knoll　and

down　into　the　valley 　of 　the　Tippur　stream ，
　then　rose 　again 　and 　groaned．．．．

［1963：39］（Kachru ，
1986：49よ り引用）

また 、 イ ン ．ド人作家 に よ る英語小 説で は 、
ヒ ン ドゥ

ー教 、 カ
ー

ス ト制度 な ど 、

英米文化 とは まっ た く異 な る イ ン ドの 文化が描 かれ て い る （Kachru ，
1983

，

1986；1．owry
，
1992）。 た と えば 、

　Anand は 、 イ ン ドの 文化的状 況 を英語 で 描

写す る た め に、 イ ン ドの 現地諸語 か らの 語彙 の借 用 、 混種 に よ る造語 、 新 し

い コ ロ ケ
ー シ ョ ン （collocation ）の 使用 、 状況的有標 （contextually

marked ） と考え られ る
、

パ ン ジ ャ ビ語や ヒ ン デ ィ
ー
語の 文や節の 英語へ の

翻訳 とい っ た手法 を用 い て い る 。 次の
一

節 は 、 彼 の小説 Untouchαble （1935）

か らの 抜粋で あるが 、 彼の 文体的手法が よ く表れて い る （Kachru ，
1986）。

　
“Ari

，
　you　bitch！ Do 　you　take 　me 　fbr　a 　buff（〕on ？ What 　are 　you　laughing　at

，

slut ？ Aren ，

七you 　ashamed 　of 　showing 　your 　teeth　to　me 　in　the　presence　of　men
，

you 　prostitute？
，，

　shouted 　Gulabo，　and 　she 　looked　towards　the　old　man 　and 　the

little　boys　who 　were 　of　the　company ．

　Sohini　now 　realized 　that　the　woman 　was 　angry ．
“But　I　haven’

t　done　any 一
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thing　to　annoy 　her
，

”

she 　reflected ．
“ She　herself　began　it　all 　and 　is　abusing 　me

ゴgh七and 　left．1　didn
’
t　pick　the　quarrel ．　 I　have　more 　cause 　to　be　angry 　than 　she

has！
”

　
“Bitch

，
　why 　don，t　you 　speak ！ Pros七itute

，
　why 　don，

七you 　answer 　me ？
” Gulabo

insisted．

　
“Please　don’

t　abuse 　me
，

”

the　girl　said ，

“I　haven’

t　said 　anything 　to　you．
”

　
“
You 　annoy 　me 　with 　your 　silence

，
　you　illegally　begotten！ You 　eater 　of　dung

and 　drinker　of　urine ！You　bitch　of 　a　sweeper 　woman ！ Iwill ＄how 　you　how 　to

insult　one 　old　enough 　to　be　your　mother ．
” And　she 　rose 　with 　upraised 　arm 　and

rushed 　at 　Sohini．

　Waziro
，
　the　weaver

’
s　wifb

，
　ran 　after 　her　and 　caught 　her　just　before　she 　had

time 　to　hit　the　sweeper 　girl．

　
“ Be　calm ，　be　calm ； you 　must 　not 　do　that，

，，
　she 　said 　as 　she 　dragged　Gulabo

back　to　her　seat ．
“No

，
　you　must 　not 　do　that．” ［Anand ，

1935 ：371 （Kachru ，
1986：

49よ り引用）

こ の よ うに 、 イ ン ドの 英語文学は
、 英語が英米の 文化を離れて

、 イ ン ドの 文

化 を表現す る言語 になっ た こ と 、 すなわち、 英語 の イ ン ド化 を示 して い る 。

4．3．イ ン ド英語

　最後 に、 ご く
一

部で あ るが 、 イ ン ド英語 の 特徴 に つ い て 述べ る 。 イ ン ド英

語 は 、 標準 イ ン ド英語 （Standard 　Indian 　English ） と口 語 イ ン ド英 語

（Vernacular　Indian　English）に 大別 され る （Bhatt，
2004）。

4）標準イ ン ド

英語 は 、 標準 イ ギ リ ス 英語 と音声 的 に は大 きく異な る もの の 、 文法的に は ほ

とん ど変わ らない
。

こ れ に対 して 、 口 語 イ ン ド英語 は 、 成文化 され て お らず 、

公 的 な地位 を もた ない 変種 、
い わ ゆ る 、 イ ン ド英語 の 非標準変種で あ る 。 口

語 イ ン ド英語 は 、 文法的 に イ ン ドの 現地諸語 の 影響 を受 けて お り、 イ ン ドの

文化的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ
ー を強 く表す変種 で あ る （Bhatt ，

2004）。 こ れ が

「中間言語」 な どと呼ばれて 非難の 的に な っ て い る 変種で ある とい える 。
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4．3．1．文法的特徴

　表1は 、 口語 イ ン ド英語の 文法上の 特徴 を標準 イ ン ド英語 と併記 した もの

で あ る 。 イ ン ド人が ど ち ら を使用 する か は 、 場面 や 状 況の あ らた ま り度 が鍵

に な る とい えよ う （Bhatt ，
2004）。 母語 が異 な る国民 同士 の 共通語 と して 使

用 するの か 、 それ と も国際語 と して 使用す るの か も重要な要素で ある 。 また 、

どち らを どの くらい の 頻 度で 使用 する か は 、 イ ン ド人の 中で も異 な る 。 さ ら

に、 こ こ に 挙 げた 口 語 イ ン ド英語 の 特徴 の い くつ か は 、 教 育程 度 の 高 い エ

リ
ー

トの イ ン ド人 に よ っ て もくだけた場面 な どで使用 され る場合が ある 。

表1．口 語 イ ン ド英語 の 文法的特徴

標準イン ド英 語 ロ 語インド英語

（Standard　Indian　English） （Vbrnacular　Indian　English）

陥 at 　has　he　eaten ？ What　he　has 　eaten ？

Where 　has　he　gone　now ？ Where 　he　has　gone　now ？

（直接疑問文 で 主 語と動詞の 倒置が 行わ れ ない ）

Iwonder　where 　he　works 、 Iwonder 　where 　does　he　work ．

Do　you   ow 　where 　he　i呂 go血 g？ Do 　you   ow 　where 　is　he　go血 g？

（間接疑問文 で主語と動詞の 倒置が行われる）

Ybu　said 　you
’ll　do　the　job，　didゴt　you？ Ybu　said 　you

’ll　do　the　job，　isn
’t　it？

They 　said 　they 　will 　be　here，
　didn’t　they？ They 　said 　they　will 　be　here

，
　isn，t　it？

1付加疑問文に は、入称、時制、主 節の 助動詞 に 関係なく、
1

1isn

’t　it？が 用 い られ る。　isn
’
t　it？は、相 手に対す る敬意

を表す役割をする 。 標準インド英語に 比べ て押しつ けが

ぽしさが なく、やわ らか い 表現になる

This 血 miture 　is　to　be　removed 　tomorrow． This 釦 rniture 　may 　be　removed 　to皿 orrow ．

These　mistakes 　should 　be　corrected ． These皿 istakes　may 　please 　be　corrected ．

（義務の て い ね い な表現として、助動詞 may が 用い られ る）

These　boys　Hke　only 岱ashionab 玉e　girls． On 董y　fashionable　girls，　these　boys　l辿【e．

W6 　speak 　all　of 　these　languages　at　home． All　ofthese 　languages
，
　we 　speak 　at 　home ，

（話題 ＜toplc＞が 文頭に置か れ る）
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A ；
“Is　he　in　his　of覧ce？

，

B ：
“Sor取 he　left　just　now 　only ．

” B ：
‘‘Sorrヱ left　just　now 　onl ア．（主語が省略される）

A ：
にDid　you 　get　tickets？

” A ：
‘

『ピbu　got　tickets？
”

（直接疑問文で 主語と動詞の 倒置が行われない ）

B ：
“No

，
　they 　sold 　them 　already ．

” B ：
“No

，
　sold 　already ．（主語及 び日的語が省略され る）

He 　has　three　books　on 　Indian　English． He 　is　having　three　books　on 　Indian　English，
Do 　you 　wan もanything ？ Are　you 　wanting 　anything ？

所有を表すhave、want など、通 常進行相 では 使用され

ない 状態動詞に 進行相が用い られ る

A ：
6Ybu

　are 　not 　busy．”

B ：騒 s
，
Iam 　husy．” B ：

“NG ，　I　am 　busy，”

yes、no は、日本語の 「は い 」「い い え」と同 じように 用い ら

れ る

（Bhatt　2004 ，
　Trudgill　and 　Hannah 　1985

， 榎木薗 2002に もとつ く）

4．3．2．発音

　イ ン ド英語の 発 音 は 、 話者の 母語 、 教育的背景 、 英語母語話者 との 接触度

に よ っ て か な り異な る （Trudgill　and 　Hannah
，
1985；石黒 ，

1992）。 こ こ で は 、

一
般 的 な 特徴 の 中 で 、 特 に イ ン ドら しい 特 徴 を挙 げ る （Trlldgill　and

Hannah
，
1985；榎木薗 ，

　2002等）。

〔D 歯茎音の／t〆
，
1d1

， ！s／，
　／V

，
！z！は 、香の 先を反 らせ て舌の 裏側で 口蓋を叩く感 じで

　 発音され る 。

（2）北部 イ ン ドで は 、 語頭の 1sk！
，
！st1

，
1sp／に 〃 が つ く傾 向があ る 。

→ た とえば 、

　 speak は ／ispi：k！と発音 され る 。

（3）つ づ り字発音の 傾 向が ある 。
→ た とえ ば、Wednesday は ［ウ ェ ドネス デ

ー1、

　 university は ［ユ ニ ヴ ァ ル ス ィ テ ィ
ー
］、

　 dark は ［ダル ク1の よ うに発音され る。

（4）thの つ づ りの 10／は1th／ （帯気音）に 、 ／6／は 1dノに なる 。
→ た とえば、　 Thank

　 yOU は ［タ ンキ ュ
ー

】の ように聞こ える。
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4．3．3．言吾彙

　 こ こ で は 、 イ ン ド文化 を表す語句の
一

部 を紹介す る 。
こ れ らは 、 イ ン ドの

現地諸語 か らの 借用 語 で あ っ た り、 英語 の 形態素や 語 を組 み合わ せ た造語 や

複合語 で あ っ た りする （本名 ・
田嶋 ・榎木薗 ・河原，

2002等）。

◆ 　…ji［ジー1：
… さん、様 （例 ：Yamuna 　ji「ヤ ム ナ さん」）

◆　…sahib ［サ
ーヒ ブ】：

… さん 、…様、旦那 （例 ：Sahib
，
　do　you 　want 　tea？ 「旦

　 那 、お 茶 は ど うですか ？」　 Director　sahib 　F所 長様 、 所長先生」）

◆ prepone ：予定を早め る （postponeか らの 類推）

◇ good　name ：ご尊名 （例 ：Your　good　name ，
　please？ i

．
お名前は ？」）

◆ intermarriage　［イン タ （ル ）マ リジ1：異 なる カース トの 入 同士の 結婚

◆ interdine 「イン タル ダイ ン 亅1 異 なる カース トの 人同士で 食事 をする こ と

◆ communal ：（対立す る） コ ミ ュ ニ テ ィ
ー

問の 、（特 に）宗教間の

　 communal 　clash ： 対立 する コ ミ ュ ニ テ ィ
ー間の 暴力 的衝突 、特 に ヒ ン ドゥ

ー

　 とムス リム （イス ラ ム 教徒）間の 衝突

◆ cousin −sister ［カズ ィ ン ス ィス タル 】／eousin −brother［カズ ィ ン ブラ ダル 1：女 の

　 い とこ 、 従姉妹 ノ男の い と こ
、 従兄弟

お わ りに

　本稿 で は 、 英語が 国際語 とい われ る理 由に つ い て 、 Outer 　Circle、 す な わ

ち 、 英語 を第二 言語 とす る 地域 の 英語事情 を踏 まえて 、 社会言語学 的視点 か

ら考察 した 。 英語 が 国際語 とい わ れ る の は 、 第
一

に 、 英語 が 国際 コ ミ ュ ニ

ケ
ー シ ョ ン の 共通語 と して 、 世界 的に使用 され て い るか らで あ り、 第二 に 、

英語 母語話 者に 、 英語 を第二 言語 、 外 国語 と して 、 そ れ ぞ れ使用する 人々 を

加 え る と 、 その 使用 者数が 、
ほ か の 言語 と比較 して圧倒 的に 多い か らで ある 。

英語は また 、 Inner　Circleの 文化 、 す な わ ち 、 英語母語国の 文化か らOuter

Circleの 文化 に 移植 され 、 イ ン ド英語 、 シ ン ガ ポ ール 英語 、 ナ イ ジ ェ リア 英

語 とい うよ うに 、Ou 七er 　Circleの 国々 の 多様 な文化 的 ア イデ ン テ ィ テ ィ
ー を
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も表現する言語 に な っ た 。
こ れ は 、 英語が 国際化 した こ と を示 して お り、 こ

の 英語 の 国際化が 、 英語 が 国 際語 とい わ れ る もっ と も重 要 な理 由で ある とい

える 。 本稿 で は さ ら に 、 英語 の 多様性 を捉 え る た め に 、 四 つ の 観点 か ら

Outer　Circleの 英語 を考察 し、 その 妥当性 を示 した
。 最後 に 、

　 Outer　Circle

の 英語 の
一

例 と して 、 イン ドの 英語 を取 り上 げ、 そ の 使用 状況や特徴 につ い

て 概説 した 。

　本稿で は 、 Outer　Circleの 英語 の 例 と して 、 イ ン ドの 英語 を取 り上 げたが 、

英語 の 多様化 に対す る理解 を深 め る に は 、 シ ン ガ ポー ル 、 フ ィ リ ピ ン 、 ナ イ

ジ ェ リア な ど、 他 の Ou 七er 　Circleの 国々 の 英語 につ い て も考察すべ きで あ ろ

う。 また 、 本稿 で は 、 イ ン ドの 英語文学の 作 品 に も英語 の イ ン ド化 をみ る こ

とが で きる と述べ た が 、 非母語話者 に よ る英 語文学 に焦点 を絞 り、英語 の 現

地 化 、 そ して 非母 語変種 に よ る文学的創造性 を 考察す る こ とで 、 Outer

Circle の 英 語 に 対 す る 理 解 を 深 め る こ と も必 要 で あ ろ う。 さ ら に 、

Expanding 　Circle、 す なわ ち、 英語 を外国語 とす る地域 の 英語 に つ い て 考察

する こ と も、 こ れ か らの 日本 の 英語教育の あ り方 を考える うえで重要 な こ と

で ある とい え よ う。
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）1

）2

）3

4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 注

図1は、Kachru （1992b ： 356等）の 「英語 の 三 つ の 圏」 の 改訂版 で あ る と思わ れる 。 改訂版

で は 、各国 の 人口 の 記載が な くな り、The 　Expand 重ng 　Circle内 の USSR が削 除され 、

Carib［b］ean 　countries 、　 South　Africa、　 South　A 皿 erica 、　 CIS （独 立 国家共同体）が 追記さ

れ て い る 。
こ の 中の カリブ諸国で あ るが 、 Trudgill　and 　Hannah （1985）は、こ の 地域 を、

英語を母語 とする地域の 中に入れ て い る 。 ただ し 、 そ こ で の英語に つ い て は 、 イ ン グラ ン ド

英語、北 ア メ リカ英語、オ
ース トラ リ ア英語 、

ニ ュ
ー

ジ
ー

ラ ン ド英語等の 母語変種とは区別

して扱 っ て お り、た とえば、ジ ャ マ イ カ の英語は、ジ ャ マ イ カ ・ク レ オール とジ ャ マ イカ英

語 の 連続体 と して 捉 え、解説 して い る 。

「巾間言語」 （interlanguage）と ｝ま、第二 言語や外国語 の 学習者が 目標言語の 習得過程で 産

出する言語 の 型 の こ と で あ る （Richards，
　et　al

，
1985；Selinker，　1972）。

　Selinker（1972）は 、

目標言語に おけ る学習者の誤 りは、主 に 五 つ の 過程か ら生 じる と述べ て い る 。 それ らの過程

に は 、 language　transfer （目標言語の使用 に母語 の 言語習慣を持ち込む こ と〉、　transfer　of

training （た とえば 、 教材に he しか使用され て い な い ため に 、　she を用 い るべ きとこ ろ で he

を用 い るな ど、目標言語の 使用に教材内容や教師の 「癖」を持ち込む こ と）、strategies 　of

second 　language　learning （目標言詒の 文法規則 を単純化する こ とな ど）、　 strategies 　of　sec −

ond 　language　eommunication （コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン を図る こ とさえで きれ ば よい と して 、

コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン に 成功 した段階で学習をや め る こ と な ど）、overgeneralization 　of　TL

lingUistic　material （目標言語の 言語規則 を過剰
・
般化する こ と）が含まれ る 。

　Jain （1969）

（Selinker， 1972参照）は、　strategies 　of　second 　langUage　learningの 例 と して、イ ン ド人英

語話者が 1’

mhearing 　hi皿 の よ うに 、 通常進行相で は使用 さ れ な い 状態動詞に も進行相 を用

い る こ とを挙げて い る。

イ ン ド憲法第8付則で 指定され て い る言語は、現在、イ ン ド ・ア ー
リヤ系言語 の ア ッ サ ム 語、

ベ ン ガ ル 語、グジ ャ ラ
ー

ト語、 ヒ ン デ ィ
ー語 、カ シ ミー

ル 語、コ ン カ ーニ ー語、マ ラ ー

テ ィ
ー
語 、 ネ パ ー

ル 語 、 オ リヤ
ー
語 、

パ ン ジ ャ
ーブ語 、 サ ン ス ク リ ッ ト語 、

ス ィ ン デ ィ
ー
語、

ウ ル ドゥ
ー

語、 ドラ ヴ ィ ダ系言語 の カ ン ナ ダ 語、マ ラ ヤ ラ ム 語 、タ ミ ル 語 、テ ル グ語、チ

ベ ッ ト ・ビ ル マ 語系言語の マ ニ プ ル 語 の 18言語で ある （榎木薗，2002）。

イ ン ド英語は、大 きく分類する と標準イ ン ド英語 と口語イ ン ド英語に な るが、細か くみ ると、

もっ とさまざまな変種を含んで い る 。 Kachru （1983：70）は、イ ン ド英語の バ リエ
ー

シ ョ ン

を
“

cline 　of 　bil｛ngualism ”

（バ イリ ン ガリズ ム の 連続体）や
“

cline 　of　Englishes” （諸英語の

連続体）とい う概念を用 い て 説明 して い る 。 ひ と くちに 「イ ン ド英語」とい っ て も、それ は、

「教養人 の 」 イ ン ド英語 （educated 　Indian　English）か らBabu 　English、　 Butler　English、
Bearer 　English、

　 Kitchen　Englishと呼ばれ る ピジ ン 化 した よ うな もの まで が
一

線 F．に 並 ん

で い る と述 べ て い る 。
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